
　・その他

開催回数：10回

●計画相談支援の現状について

●相談支援専門員の現状について

●障害福祉サービス利用における課題等

●災害における障害者支援について

●各部会活動の報告

生活支援部会

就労支援部会

こども部会

居住福祉部会

研
修
等

障がい者虐待
防止対策支援
事業の活用

平成31年度　活動報告

会議名 主な内容

開催数：1回 (令和2年3月16日　延期)　　　※書面開催（令和2年4月）

●平成31年度活動（各部会）報告について

●平成31年度実施事業について

　・障害者計画・障害福祉計画（第5期）の進捗状況

　・障害者虐待防止対策支援事業の実施報告

　・宇和島市障害者タクシ－料金給付事業について

●令和2年度活動方針（案）について

運営会議及び相談支援調整会議

●随時、当事者の心配事を聞き、避難場所の確認や自主的な防災体制づくりを支援する
●防災に携わる関係機関との連携協力
●宇和島市の防災施策の周知拡大

●対象者の二－ズう把握し、地域の実情に即した支援策を講じる（就労移行及び就労定
着に向けた支援の展開）
●定期的に事例検討会を実施し、課題に対する共通認識を深める（就労支援事業所との
連携）

●リレーファイルの活用と周知
●発達障がい者（児）の支援体制の強化と啓発活動（発達支援講演会後援）
●関係機関による医療的ケア児等支援についての協議（実態把握）

●セ－フティーネットサ－ビスの利用等の検討
●グループホームの利用二－ズの把握、個票の作成検討

●障がい者虐待防止・権利擁護に関する研修会（令和元年12月18日開催）
・社会福祉法人 共生福祉会 障がい者支援施設いちごの里施設長（愛媛県障がい者自立支
援協議会 権利擁護部会 会長)の講話及びグル－プワ－ク
・相談支援専門員ほか、福祉関係従事者等が参加

専
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生活支援部会　活動報告

年度

活動方針

取組み

成果

課題

31年度

・随時、当事者の心配事を聞き、避難場所の確認や自主的な防災体制づくりを支援する。自助
の啓発。
・防災に携わる関係機関との連携協力
・宇和島市の防災施策の周知拡大

●部会委員　構成人員3名（事務局を除く）
　平成30年7月大雨による災害が発生。これを受け、平成30年度は防災について障がい者の意
識調査を実施。今年度、調査の結果、宇和島市の防災事業等知らない人が多かった。そのた
め、宇和島市総務部危機管理課と宇和島市の防災について情報交換・情報収集を行う。また、
福祉課総務係より障がい者向け避難行動要支援制度の説明を受け部会内で制度の理解を深め
る。
　部会のなかでまずは当事者に宇和島市の取り組みを知ってもらうことが重要だと判断。どの
ような形で周知するかを部会の中で協議し、障害特性や個別性を重視することや当事者へ防災
に対する意識づけの機会を持つことが第一歩だと考え、愛媛県が出しているパンフレット（障
がい者災害のてびき）と宇和島市の障がい者向け避難制度の紹介の文書をつけてまずは計画相
談支援の対象者に配布していくということになった。

●部会開催
　・第1回(令和1年11月7日）「配布資料（宇和島市の防災対策について）を基にし、今後の取
り組みについて協議」
　※令和1年7月2日宇和島市総務部危機管理課係長と面談。情報交換を行い、後日、作成資料
（宇和島市の防災対策について）にて情報提供して頂く。
　・第2回(令和1年12月25日）「今後の具体的な取り組み方針について」
　・第3回(令和2年2月4日）「配布内容についてまた次年度の活動方針について」

●その他の活動
・計画相談支援の利用者より既存のサービスはあるが、移動面困っているという個票が挙がっ
てきた。・

部会のなかで宇和島市防災の周知のため配布していく書類が決まった。そのため、運営会議へ
報告し協議を行い、令和2年5月より順次、各相談支援事業所の担当者より受け持ちの利用者へ
直接渡していく予定となった。

・防災に携わる関係機関との連携。
・宇和島市の防災の取り組みの周知・拡大…自助の啓発。
・既存のサービスはあるが、移動面困っている人々がいる。



就労支援部会　活動報告

年度

活動方針
「就労移行及び就労定着に向けた支援の展開」
⇒対象者のニーズを把握し、地域の実態に即し
た支援策を講ずる。

「就労支援事業所との連携」
⇒定期的に事例検討会を実施し、課題に対する
共通認識を深める。

取組み

成果

課題

31年度

●部会委員　構成人員7名（事務局を除く）
　・教育関係1名　（特別支援学校進路課）
　・就労関係3名　（ハローワーク･きら･八つ鹿工房）
　・相談支援3名　（豊正園･はーと･八つ鹿工房）

●部会開催
　・第1回(6/10) 「活動方針・年間計画の確認」
　・第2回(9/2)  「上半期の活動報告・下半期の計画について」
　・第3回(11/18)「就労定着支援の現状と課題について」
　・第4回(1/20) 「H31年度のまとめと反省」

●その他の活動
㏌　・障がい者一般就労移行等促進事業「合同説明会 なんよ」（西予市宇和文化会館）

　・特別支援連携協議会（吉田地区）「就労支援に関する説明会」（吉田公民館）
　・南予地方局水福連携マッチング事業
　　説明会（南予地方局）
　　見学会（宇和島プロジェクト･土居真珠･安岡蒲鉾･宇和海真珠）
　　体験会（土居真珠）

定期的な会合に加え、外部の催し物や見学会･体験会等に参加することで、障害者の就労に対す
る理解や雇用の促進につなげることができた。
また事務局や部会員同士のつながりも深まり、これまで以上に連携した支援が可能になった。

・一般就労に向けた取り組みと定着支援
・事例検討会の実施（開催方法･形式等）



こども部会　活動報告

年度

活動方針

取組み

成果

課題

31年度(R1年度）

①リレーファイルの活用と周知に努める。
②発達障がい者(児）の支援体制の強化（つながる支援と連携強化に努める。）
③関係機関による協議の場の開催と実態把握に努める。

●部会委員　構成人員12名（事務局を除く）　福祉事業所：あけぼの園（鳥海）なないろの羽
（西蔭）親の会：こころ根っと・ゆうきの会（川野）相談支援事業所：豊正園(山下）南愛媛療
育センター(土居・小林）　教育：学校教育課（石丸）保険健康課：保険健康係（中村）福祉
課：児童福祉係（大江・川田）　事務局：障がい福祉係（岡原・今西・松本）※敬称略
●部会開催
・第1回(6/13）「①今年度活動方針について②リレーファイルの活用状況・モニタリングの検
討等について」
・第2回（9/4）「①リレーファイルの現状と活用に向けて②発達障がい者地域支援マネジメン
ト事業について」
・第3回（12/2）「①リレーファイルの現状について②医療的ケア児について」
   医療的ケア児については、みなみ愛媛通園センター（都）ナーシングデイゆらり（菅原）医
師会通所看護さくらまち（佐々木）参加　※敬称略
・第4回（2/14）「①リレーファイルの振り返り②今年度まとめ③来年度の方針について」
●その他活動
・今年度は主にリレーファイルの活用に関して取り組んできた。
　配布状況（H30年度からR1年度）：就学前54冊、小中学生208冊、高校生13冊、成人1冊、
　合計267冊
・特別支援連携協議会、あけぼの園連絡会、保育園等でリレーファイルの活用方法を今年度も
説明会等で周知を行った。
・親の会との連携
「こころ根っと・ゆうきの会」発達講演会に協力して発達障がいに関する啓蒙・啓発活動を
行った。

①リレーファイルの配布体制は出来てリレーファイルを利用しての個別支援会議等が開かれる
ようにはなった。
②リレーファイルを通じて関係機関の連携意識が高まってきた。また、講演会を通して発達障
がいに対する理解が深まってきた。
③子ども部会の中で医療的ケア児等に対する理解を深めることが出来るようにはなった。

①関係機関をつなぐツールは出来上がったが、まだ積極的な活用には至ってはいない。
②保護者が相談するところ（場所・機関）のわかり難さはまだ解消されていない。また、関係
機関においても各々の業務内容のわかり難さがある。
③医療的ケア児等に対する関係機関の認識は出来てきたものの組織的な連携に至っていない。



こども部会　活動報告

年度

活動方針

対象 冊数

就学前 54

小中学生 208

高校生 13

成人 1

計 276

成果

課題

31年度

①リレーファイルの活用と周知に努める。
②発達障がい者(児）の支援体制の強化（つながる支援と連携強化に努める。）
③関係機関による協議の場の開催と実態把握に努める。

●部会委員　構成人員12名（事務局を除く）　福祉事業所：あけぼの園（鳥海）なないろの羽
（西蔭）親の会：こころ根っと・ゆうきの会（川野）相談支援事業所：豊正園(山下）南愛媛療
育センター(土居・小林）　教育：学校教育課（石丸）保険健康課：保険健康係（中村）福祉
課：児童福祉係（大江・川田）　事務局：障がい福祉係（岡原・今西・松本）※敬称略
●部会開催
・第1回(6/13）「①今年度活動方針について②リレーファイルの活用状況・モニタリングの検
討等について」
・第2回（9/4）「①リレーファイルの現状と活用に向けて②発達障がい者地域支援マネジメン
ト事業について」
・第3回（12/2）「①リレーファイルの現状について②医療的ケア児について」
   医療的ケア児については、みなみ愛媛通園センター（都）ナーシングデイゆらり（菅原）医
師会通所看護さくらまち（佐々木）参加　※敬称略
・第4回（2/14）「①リレーファイルの振り返り②今年度まとめ③来年度の方針について」
●その他活動
・今年度は主にリレーファイルの活用に関して取り組んできた。
・特別支援連携協議会、あけぼの園連絡会、保育園等でリレーファイルの活用方法を今年度も
説明会等で周知を行った。
・親の会との連携
「こころ根っと・ゆうきの会」発達講演会に協力して発達障がいに関する啓蒙・啓発活動を
行った。

リレーファイル配布状況（H30年度～R１年度）

①リレーファイルの配布体制は出来てリレーファイルを利用しての個別支援会議等が開かれる
ようにはなった。
②リレーファイルを通じて関係機関の連携意識が高まってきた。また、講演会を通して発達障
がいに対する理解が深まってきた。
③子ども部会の中で医療的ケア児等に対する理解を深めることが出来るようにはなった。

①関係機関をつなぐツールは出来上がったが、まだ積極的な活用には至ってはいない。
②保護者が相談するところ（場所・機関）のわかり難さはまだ解消されていない。また、関係
機関においても各々の業務内容のわかり難さがある。
③医療的ケア児等に対する関係機関の認識は出来てきたものの組織的な連携に至っていない。

取組み



居住福祉部会　活動報告

年度

活動方針
課題により、セーフティーネットサービスの利
用等を検討

グループホームの利用ニーズの把握（親なき後
の家族不安を含む）、個票の作成検討。

取組み

成果

課題

31年度

●部会委員　構成人員0名（事務局を除く）
・今年度は、親亡きあとの生活の心配で現状把握のために、アンケート作成を目的があり、部
会委員は作らず、事務局の担当で家族会等に聞き取りを実施した。

●部会開催
　第1回(8/6）「あかつき会（伊勢居氏）会長へ聞き取り」
　第2回(10/4)「手をつなぐ会（谷田氏）会長へ聞き取り」
　第3回(2/12)「宇和島市障がい者協議会（兵頭氏）会長へ聞き取り」

●その他の活動
・事前にアンケート内容を作成し、それぞれの会の会長さんに聞き取りをした後、内容の修正
を実施。

・今年度は、各会の会長さんに、現在の状況や思いを伺い、アンケートのたたき台を事前に作
成をして、伺った時の話と、内容で、アンケートの内容を調整してきた。
大まかな意見として、親亡きあとは、他の親族にはお願いできない。ＧＨとか24時間支援が入
るサービスがあればよい。親が介護できる間は家で見られるが、どうしようもなくなれば施設
に入所を考える等、直接介護している親が居なくなった後は、施設やＧＨで見てもらいたいと
いう思いが確認できた（各会の代表である会長さんからの聞き取り）
・セーフティーネットの件は現在まだ進捗状況に変化は無し。

・親亡きあとの生活の場の課題（宇和島圏域でのＧＨ、入所施設の少なさ）
・他の親族や、兄弟には当事者のお世話をお任せできない


